
関市公立保育所適正化計画
住民説明会

今後の公立保育所のあり方について



本日の説明
１ 保育施設の適正化方針について

２ 公立保育所適正化計画の変更点に

ついて

３ 閉園までの基本方針

４ 質疑応答



１保育施設の適正化方針について

•市内の保育ニーズの変化に対応し、持続可
能で、安定した保育環境を確保するための
方針。

•公立・私立を含めた全体の保育体制の最適
化を図る。

•児童数の推移、施設の役割、地域の保育需
要を踏まえて見直しを進める。



適正化方針の必要性

•将来の児童数の見込みに対して、保育施設数を適正に
する。

•未満児受入れや療育支援など、必要な保育士を確保す
る。

•少人数化が進む園では、保育内容や行事の維持に不安
が出る。

•限られた保育資源を将来にわたり適切に確保する。



公立保育所適正化計画（案）の再検討を求める
請願及び署名を受けて

•市全体として、少子化の進行や保育ニーズ
の変化を踏まえ、持続可能な保育体制を整
える必要があります。

•今後の児童数の減少見込み、運営している
保育施設数は現時点では変わる見込みがな
いことから、閉園自体はやむを得ないと判
断しました。



関市の児童数の現状
•０歳～５歳児は過去５年間で７０２人減少

•減少率は２０．６％

•今後１０年は緩やかな減少

•２０年後には減少幅がさらに拡大する

見込み



今後２０年の児童推計
１０年後は１１９人の減、２０年後は６４６人の減
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公立保育園の利用状況と維持管理
コスト

•一部の園では利用率が低下。

•少人数運営では児童１人当たりの経費が高

まる。

•公立保育園の児童１人当たり経費は私立保育

施設より高い現状。



公立保育園の在園児数と利用率（抜粋）
主要公立保育園の定数・在園児数と利用率（各年4月1日現在）

利用率低下が継続している園では、維持管理負担の増加が課題

出典：関市子ども家庭課

園名 定数 R４
在園児数

R５
在園児数

R６
在園児数

R７
在園児数

R８
在園児数

R8利用率

南ヶ丘保育園 ８０ ４０ ４１ ４８ ４３ ３５ ４３．８

富野保育園 ８０ ４０ ３６ ３５ ３０ ２３ ２８．８

西部保育園 ８５ ７０ ７６ ７４ ７０ ８３ ９７．６

富岡保育園 １４０ １２１ １２２ １２８ １３８ １３５ ９６．４

田原保育園 １４０ ９６ １００ ９８ ９０ ８２ ５８．６



適正化方針の基本的な考え方

•こどもの育ちを最優先に考える。

•一定の集団規模の中で、遊び・生活・行事・
交流の機会を確保する。

•一方で、少人数保育が適しているこどもへの
配慮も実施。

•民間保育施設を中心とした保育体制の充実。



公立保育園の役割

•公立保育園は重要な役割を持っていますが、保育体制
全体として考える必要があります。

•市としては、公立・民間の両方が役割分担しながら、
安定した保育を提供する体制を目指しています。

•そのため、地域全体の児童数、受入れ枠、保育環境、
人材確保を総合的に見て判断します。

•なお、公立保育園は、民間保育施設では対応が難しい
部分を支える役割を担います。



２公立保育所適正化計画の変更点に
ついて

閉園時期の見直し

変更前

令和１０年度末閉園予定

変更後

令和１２年度末まで延長



•在園児が卒園まで安心して通えるようにする
ため。

•閉園に向けた移行期間を確保するため。

•私立保育施設支援策（保育士確保策等）を先
行実施し、保育環境をさらに充実させる準備
期間を設けるため。

計画変更の理由



閉園時期について

•現時点では、令和12年度末を基本としています。

•今後は園児数や保育ニーズの変化に応じて、必
要な計画の見直しを行います。

•今後の見直しに関してわかりやすい説明を行い
ます。

•在園児数の推移によっては、在園児保護者の皆
さまと相談しながら判断します。



閉園対象となる園

•南ケ丘保育園 富野保育園

•令和12年度末を閉園時期の基本とする

•西部保育園

•令和17年度末を閉園時期の基本とする

•※地域の児童数や保育需要の変化に応じて見直します。



・在園児は周辺地域に限らず、広域から通園している。
・周辺には複数の私立保育施設が存在する。

南ヶ丘保育園 近隣私立保育施設

南ヶ丘保育園の現況



南ヶ丘保育園の在園児推移
R８.８ R９．４ R１０．４ R１１．４ R１２．４

０歳 １

１歳 ３ １

２歳 ６ ３ １

３歳 ８ ６ ３ １

４歳 １０ ８ ６ ３ １

５歳 ８ １０ ８ ６ ３

合計 ３６ ２８ １８ １０ ４



・在園児の多くは、富野地域から通園している。
・地域の少子化が顕著に園児数に影響する。

富野保育園

富野保育園の現況



富野保育園の在園児推移
R８.８ R９．４ R１０．４ R１１．４ R１２．４

０歳 ０

１歳 ３

２歳 ８ ３

３歳 ３ ８ ３

４歳 ５ ３ ８ ３

５歳 ４ ５ ３ ８ ３

合計 ２３ １９ １４ １１ ３



・在園児は主に瀬尻地区・西部地区から通園している。
・周辺には複数の私立保育施設が存在する。

西部保育園 近隣私立保育施設

西部保育園の現況



３ 閉園までの基本方針

•閉園までの間も、現在の在園児の生活を最優先

•転園を希望する家庭には、個別に調整

•少人数期間でも、必要に応じて園児同士の交

流や合同保育を実施

•園児の不安を軽減するため、保育士の配置や

他園との連携を工夫する



今後のスケジュール

年度 主な取組 備考

令和８年度 説明会、個別面談、転園支援開
始

計画開始

令和９～１１年度 地域保育需要確認、入園調整継
続

３年ごとに
見直し

令和１２年度末 南ヶ丘保育園閉園
富野保育園閉園

予定

令和１３～１６年度 西部保育園の移行調整

令和１７年度末 西部保育園閉園 予定



まとめ
•閉園時期は令和12年度末を基本とします。

•ただし、児童数や保育需要の変化に応じて見
直します。

•転園調整、個別面談、交流保育などで保護者
負担を軽減します。

•療育、未満児受入れ、保育士確保などを並行
して進めます。

•今後も保護者・地域の意見を伺います。
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